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第
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回
バ
ル
ブ
フ
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ン
テ
ス
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最
優
秀
作
品
賞

最最
優優
秀秀
作作
品品
賞賞

▽
作
品
名
：
負
け
な
い
▽
川
柳
：
「
コ

ロ
ナ
禍
を
生
き
抜
く
た
め
に
で
き
る
こ

と
」
▽
作
者
：
吉
田
聖
さ
ん
（
北
海
道
）。

経
済
産
業
省
ま
と
め
の
２

０
２
２
年
（
１
〜
１２
月
）
バ

ル
ブ
の
生
産
額
は
５
７
５
２

億
３
１
０
０
万
円
で
、
前
年

比
７
・
５
％
増
と
３
年
連
続

し
て
前
年
実
績
を
上
回
っ

た
。
生
産
重
量
は
１４
万
８
０

２
９
㌧
で
横
ば
い
に
と
ど
ま

っ
た
。

こ
こ
数
年
の
バ
ル
ブ
生
産

額
は
１９
年
に
６
・
６
％
減
と

低
迷
し
た
あ
と
２０
年
で
２４
・

８
％
増
と
一
気
に
持
ち
直

し
、
さ
ら
に
２１
年
で
は
１６
・

５
％
増
と
２２
年
も
続
伸
し
た
。

一
方
、
２２
年
の
生
産
額
を

品
種
別
に
み
る
と
、
か
な
り

の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
ス
テ

ン
レ
ス
弁
は
１６
・
１
％
増

（
１
６
９
１
億
２
０
０
０
万

円
）、
自
動
調
整
弁
は
１２
・

１
％
増
（
１
８
６
８
億
３
２

０
０
万
円
）、
鋳
鉄
弁
は
５

・
２
％
増
（
６
０
５
億
５
５

０
０
万
円
）
と
順
調
に
伸
び

た
の
に
対
し
、
鋳
鋼
・
鍛
鋼

弁
は
６
・
４
％
減
（
１
１
６

億
２
９
０
０
万
円
）、
給
排

水
栓
類
は
３
・
８
％
減
（
１

１
１
３
億
４
７
０
０
万

円
）、
高
温
高
圧
弁
は
１
・

６
％
減
（
４１
億
２
５
０
０
万

円
）、
青
銅
・
黄
銅
弁
は
０

・
１
％
減
（
３
１
８
億
２
３

０
０
億
円
）
と
振
る
わ
な
か

っ
た
。

重
量
で
は
ス
テ
ン
レ
ス
弁

が
９
・
３
％
増
（
７
５
４
３

㌧
）
と
順
調
で
、
自
動
調
整

弁
が
２
・
７
％
増
（
５
万
６

４
３
７
㌧
）、
鋳
鉄
弁
が
１

・
３
％
増
（
４
万
４
０
３
２

㌧
）
が
前
年
実
績
を
キ
ー
プ

し
た
も
の
の
、
高
温
高
圧
弁

１６
・
２
％
減（
８
７
１
㌧
）、

鋳
鋼
・
鍛
鋼
弁
１３
・
８
％
減

（
４
６
６
４
㌧
）、
給
排
水

栓
類
５
・
６
％
減
（
２
万
５

８
８
５
㌧
）、
青
銅
・
黄
銅

弁
０
・
９
％
減
（
８
５
９
７

㌧
）
は
減
少
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

７
〜
１１
面
に
記
事
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カカ
ララ
フフ
ェェ
アア

2255
日日
にに
開開
催催
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一
昨
年
、
当
工
業
会
は
、

２
０
２
３
年
度
を
最
終
年
度

と
す
る
中
期
活
動
計
画
Ⅴ
７０

「
Ａ
ｌ
ｌ

ｆ
ｏ
ｒ

Ｓ
ｏ

ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
〜
社
会
を
支
え

る
バ
ル
ブ
産
業
の
更
な
る
進

化
の
た
め
に
〜
」を
策
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
掲
げ
て

い
る
Ⅴ
７０
達
成
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
て
は
専
門
委

員
会
を
新
設
す
る
提
案
が
な

さ
れ
る
な
ど
業
界
を
挙
げ
て

取
り
組
む
機
運
も
高
ま
っ
て

き
て
お
り
、
当
工
業
会
会
員

企
業
の
皆
様
と
連
携
し
な
が

ら
危
機
感
や
問
題
意
識
の
共

有
や
現
状
の
分
析
を
進
め
、

２
０
２
４
年
度
に
は
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
中
長
期
目

標
を
公
表
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

世
界
経
済
フ
レ
ー
ム
の
分

断
は
バ
ル
ブ
産
業
に
少
な
か

ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
か

な
る
環
境
に
あ
っ
て
も
我
々

が
為
す
べ
き
こ
と
は
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
製

品
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
提
供
す
る
こ
と
に
尽
き

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
工
業
会
会
員
企
業
の
総

力
を
挙
げ
て
業
界
全
体
の
発

展
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

管
機
４
面

０
３
２
２
０
４

岡
❶
井
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本本
ババ
ルル
ブブ
工工
業業
会会

堀堀
田田

康康
之之
会会
長長

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
製
品
、テ
ク
ノ

ニニ
ーー
ズズ
にに
対対
応応
しし
たた
製製
品品
、、テテ
クク
ノノ

ロ
ジ
ー
、エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
提
案

ロロ
ジジ
ーー
、、エエ
ンン
ジジ
ニニ
アア
リリ
ンン
ググ
提提
案案

日
本
バ
ル
ブ
工
業
会（
会
長
・
堀
田
康
之
氏
）は
、
バ
ル
ブ
産
業
の
地
位
向
上
を
め
ざ
し
て
３
月
２１
日
を「
バ

ル
ブ
の
日
」
に
制
定
し
、
広
く
一
般
に
バ
ル
ブ
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

3月21日「バルブの日」 技
術
向
上
・「
人
財
」育
成
・
環
境
対
策

技
術
向
上
・「
人
財
」育
成
・
環
境
対
策

技
術
向
上
・「
人
財
」育
成
・
環
境
対
策

中
期
活
動
計
画「
Ｖ
70
」で
次
世
代

見
据
え
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開

「
バ
ル
ブ
の
日
」
は
、
２

０
０
９
年
の
同
工
業
会
第
３０

回
定
時
総
会
で
定
め
た
。
会

員
企
業
か
ら
意
見
を
募
り
、

広
報
委
員
会
が
審
議
し
て
同

工
業
会
が
「
日
本
弁
工
業

会
」と
し
て
発
足
し
た
日（
１

９
５
４
年
の
３
月
２１
日
）
に

決
定
し
た
も
の
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ば
る
ち
ゃ
ん
」
を
作
成
し

て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
注
力

す
る
と
と
も
に
、
写
真
と
川

柳
を
組
み
合
わ
せ
た
「
バ
ル

ブ
フ
ォ
ト
五
七
五
コ
ン
テ
ス

ト
」な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

（
詳
細
記
事
５
面
）

同
工
業
会
は
２
０
１
３
年

４
月
、
一
般
社
団
法
人
に
移

行
し
組
織
体
制
を
改
革
、
１４

年
に
は
工
業
会
創
立
６０
周
年

記
念
式
典
を
東
京
で
挙
行
し

た
。
技
術
向
上
対
策
、
環
境

対
策
、
雇
用
対
策
、「
人
財
」

育
成
、
広
報
活
動
な
ど
幅
広

い
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。例

え
ば
、
バ
ル
ブ
初
級
研

修
の
公
開
講
座
も
そ
の
一

つ
。技
術
委
員
会
が
主
催
し
、

会
員
以
外
の
企
業
を
対
象
と

し
た
講
座
を
開
い
て
バ
ル
ブ

の
種
類
・
構
造
・
関
連
法
規

格
な
ど
基
礎
的
な
内
容
か
ら

自
動
弁
な
ど
個
別
の
製
品

に
つ
い
て
講
義
を
行
う
も

の
。同

工
業
会
が
２０
年
以
上
に

わ
た
り
会
員
企
業
向
け
に
開

催
し
て
き
た
バ
ル
ブ
に
関
す

る
基
礎
講
座
を
誰
で
も
受
講

で
き
る
公
開
講
座
と
し
て
開

催
し
て
い
る
。
バ
ル
ブ
を
取

り
扱
う
建
築
設
備
、
プ
ラ
ン

ト
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会

社
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
、

商
社
、
施
工
会
社
な
ど
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
。

ま
た
、「
人
財
」
育
成
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

女
性
人
財
の
さ
ら
な
る
活

躍
、
女
性
に
と
っ
て
よ
り
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
１７
年
発
足
の

「
バ
ル
ブ
女
史
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
改
称
（
２１
年
）
し

た
「
バ
ル
ブ
女
史
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
活
動
を
続
け
て
い

る
。メ

ン
バ
ー
は
同
工
業
会
の

会
員
企
業
に
在
籍
し
て
い
る

女
性
社
員
で
構
成
。『
女
性

の
感
性
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
バ
ル
ブ
業
界
の
発
展
に
貢

献
し
よ
う
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
２
カ
月
に
１
回
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
毎
年
の
見

学
会
や
講
演
会
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
を

通
じ
て
女
性
が
い
き
い
き
と

仕
事
に
や
り
が
い
を
持
っ
て

働
け
る
よ
う
、
現
状
の
課
題

抽
出
・
解
決
に
向
け
て
情
報

・
意
見
交
換
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
る
。

一
方
、
同
工
業
会
で
は
創

立
７０
周
年
を
迎
え
る
２
０
２

３
年
度
ま
で
の
中
期
活
動
計

画
「
Ⅴ
７０
」
に
基
づ
き
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。
中
期
活
動
計
画
で

は
「
次
世
代
へ
つ
な
げ
る
新

し
い
働
き
方
へ
の
転
換
」

「
未
来
の
社
会
に
貢
献
で
き

る
先
進
的
な
技
術
と
商
品
づ

く
り
」「
社
会
全
体
の
脅
威

・
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
」「
バ

ル
ブ
産
業
の
認
知
度
向
上
」

を
大
き
な
柱
と
し
、
バ
ル
ブ

産
業
の
発
展
に
向
け
て
各
組

織
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
き

た
。ま

た
、
環
境
対
策
で
は
独

自
の
環
境
ラ
ベ
ル
制
度
「
環

境
配
慮
バ
ル
ブ
登
録
制
度
」

の
普
及
・
啓
発
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。
同
制
度
は
、
会
員

企
業
が
新
製
品
を
設
計
す
る

際
に
自
社
従
来
製
品
に
比
べ

て
環
境
側
面
の
改
善
が
加
え

ら
れ
た
場
合
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
ラ
ベ
ル
で
、
２２
年

２
月
末
現
在
、
２２
製
品
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。

バ
ル
ブ
は
流
体
制
御
の
要

で
あ
り
、
近
年
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
の
在
り
方
の
転
換
も

追
い
風
に
な
り
、
そ
の
重
要

性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く

と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

背
景
に
同
工
業
会
は
一
層
普

及
・
啓
蒙
活
動
に
注
力
し
て

い
く
と
し
て
い
る
。

「「
ババ
ルル
ブブ
のの
日日
」」にに
当当
たた
っっ
てて

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
バ
ル
ブ
産
地
」彦
根

22
年
生
産
287
億
円
、5.3
％
増

滋
賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合

（
滋
賀
県
彦
根
市
岡
町
５２
、

理
事
長
濵
口
浩
一
氏
）
は
こ

の
ほ
ど
、
２
０
２
２
年
通
期

（
１
〜
１２
月
）
の
バ
ル
ブ
生

産
高
調
査
結
果
（
調
査
対
象

組
合
員
２３
社
）を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
バ
ル
ブ

生
産
高
は
前
年
比
５
・
３
％

増
の
２
８
６
億
６
７
０
０
万

円
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
大
幅
な
減
産
も
懸
念
さ

れ
た
が
１４
億
３
５
０
０
万
円

増
の
結
果
と
な
っ
た
。

品
種
別
で
は
水
道
用
弁
が

前
年
比
４
・
９
％
増
の
１
０

６
億
５
１
０
０
万
円
と
昨
年

に
引
き
続
き
１
０
０
億
円
台

を
維
持
し
た
。
た
だ
、
材
料

費
高
騰
に
よ
る
値
上
げ
の
影

響
も
大
き
く
、
生
産
台
数
の

伸
び
は
小
さ
か
っ
た
。

産
業
用
弁
は
、
製
造
業
・

建
設
業
に
旺
盛
な
整
備
投
資

の
動
き
が
あ
り
、
そ
の
効
果

で
前
年
比
１２
・
３
％
増
の
１

１
８
億
５
１
０
０
万
円
と
好

調
に
推
移
し
た
。

一
方
、
船
用
弁
は
、
９
・

８
％
減
の
４７
億
７
０
０
０
万

円
と
低
迷
し
た
。
造
船
業
界

の
建
造
減
が
要
因
と
み
ら
れ

る
が
、
造
船
業
回
復
の
期
待

は
大
き
く
、
今
後
は
回
復
基

調
に
向
か
う
も
の
と
思
わ
れ

る
。鋳

物
素
材
は
、
１２
・
８
％

増
の
１３
億
９
４
０
０
万
円
と

な
っ
た
。
一
年
を
通
じ
て
安

定
し
た
生
産
高
で
推
移
し
た

が
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
が

懸
念
さ
れ
、
引
き
続
き
収
益

と
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

バ
ル
ブ
産
地
「
彦
根
」
の

生
産
高
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
急
激
な

円
安
と
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
高
騰
の
影
響
で
減

産
が
心
配
さ
れ
た
が
、
会
員

企
業
各
社
の
生
産
性
改
善
や

価
格
改
定
な
ど
の
経
営
努
力

と
営
業
戦
略
に
よ
り
、
ト
ー

タ
ル
で
は
例
年
を
上
回
る
２

８
０
億
円
超
の
結
果
と
な
っ

た
。
今
後
、
公
共
投
資
や
設

備
投
資
、
建
設
・
造
船
業
界

の
安
定
需
要
に
向
け
た
景
況

回
復
に
期
待
し
た
い
と
し
て

い
る
。

バルブのイメージキャラクター「ばるちゃん」
（一般社団法人日本バルブ工業会）

「環 境 配 慮
バルブ登録制度」
製品をＨＰ公開

日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
は
、

１
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
同
会
独
自

の
環
境
ラ
ベ
ル
制
度
「
環
境

配
慮
バ
ル
ブ
登
録
制
度
」
に

登
録
さ
れ
て
い
る
製
品
の
紹

介
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
た
。

同
制
度
は
同
会
会
員
企
業

が
環
境
配
慮
設
計
を
行
っ
た

バ
ル
ブ
製
品
を
登
録
で
き
る

と
い
う
制
度
で
、
２
月
末
時

点
で
１０
社
２６
製
品
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。

今
回
公
開
さ
れ
た
ペ
ー
ジ

で
は
、
登
録
製
品
が
写
真
と

Ｐ
Ｒ
付
き
で
弁
種
別
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
制
度
を
運
用

す
る
同
会
環
境
委
員
会
で

は
、「
環
境
配
慮
設
計
さ
れ

て
い
る
の
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
製
品
も
多
い
。
グ
リ
ー

ン
調
達
に
気
を
配
る
ユ
ー
ザ

ー
へ
の
訴
求
力
の
あ
る
ペ
ー

ジ
を
つ
く
る
こ
と
で
、
会
員

企
業
に
製
品
登
録
を
促
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。
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管
機
５
面

０
３
２
２
０
５

岡
❶
井
❷
井

広報委員長賞「バルブ群」

五七五賞「花筏」 優秀作品賞「がんばれ兄ちゃん」

優秀作品賞「医療現場の支え役」
優秀作品賞「水面を彩る」

日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
は
、

「
バ
ル
ブ
は
生
活
、
産
業
を

支
え
る
重
要
機
器
で
あ
り
、

一
般
の
認
識
を
高
め
た
い
」

と
し
て
３
月
２１
日
の
「
バ
ル

ブ
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
「
バ

ル
ブ
フ
ォ
ト
五
七
五
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
、
こ
の
ほ

ど
最
優
秀
作
品
賞
を
は
じ

め
、
各
賞
を
決
定
し
た
。

作
品
は
、
バ
ル
ブ
が
社
会

生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
役

立
っ
て
い
る
か
、
写
真
と
川

柳
で
表
現
す
る
も
の
。
今
回

の
第
１２
回
コ
ン
テ
ス
ト
は
昨

年
６
月
１
日
か
ら
今
年
１
月

３１
日
ま
で
作
品
を
募
っ
て
実

施
し
た
。
今
回
は
２
２
７
名

か
ら
３
９
８
作
品
の
応
募
が

あ
っ
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
受

賞
各
賞
は
次
の
通
り
と
な
っ

た
（
賞
名
・
作
品
名
・
川
柳

・
作
者
の
順
）。

◇
最
優
秀
作
品
賞
（
賞
金

１０
万
円
）「
負
け
な
い
」「
コ

ロ
ナ
禍
を
生
き
抜
く
た
め
に

で
き
る
こ
と
」
吉
田
聖
さ
ん

（
北
海
道
）
�
１
面
に
フ
ォ

ト
掲
載

◇
広
報
委
員
長
賞
（
１
作

品
・
賞
金
３
万
円
）「
バ
ル

ブ
群
」「
バ
ル
ブ
群
何
が
何

の
役
目
か
な
」
岩
元
禎
さ
ん

（
愛
媛
県
）

◇
五
七
五
賞
（
１
作
品
・

賞
金
３
万
円
）「
花
筏
」「
仕

切
弁
開
け
れ
ば
春
の
宴
か

な
」
福
田
康
幸
さ
ん
（
栃
木

県
）◇

優
秀
作
品
賞
（
３
作
品

・
賞
金
各
３
万
円
）
▽
「
が

ん
ば
れ
兄
ち
ゃ
ん
！
」「
あ

と
少
し
水
の
高
さ
と
俺
の

足
」
け
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん
（
神

奈
川
県
）▽「
水
面
を
彩
る
」

「
た
め
池
の
バ
ル
ブ
を
囲
む

ホ
テ
イ
草
」
に
し
お
か
さ
ん

（
広
島
県
）
▽
「
医
療
現
場

の
支
え
役
」「
開
け
閉
め
で

つ
な
が
る
命
ま
た
一
つ
」
Ｋ

Ｒ
Ｙ
１
２
１
９
さ
ん
（
新
潟

県
）◇

入
選
（
５
作
品
・
賞
金

各
１
万
円
）
▽
「
温
泉
冷
却

中
」「
湯
を
冷
ま
し
ぽ
か
ぽ

か
温
度
で
送
り
だ
す
」
松
本

望
さ
ん
（
大
分
県
）
▽
「
防

災
」「
災
害
時
皆
助
か
る
井

戸
の
水
」山
野
修
一
さ
ん（
熊

本
県
）
▽
「
街
の
守
護
神
」

「
片
隅
で
観
客
見
守
る
消
火

栓
」吉
村
誠
さ
ん（
奈
良
県
）

▽
「
レ
ン
コ
ン
収
穫
の
古
い

洗
浄
機
」「
相
棒
と
レ
ン
コ

ン
収
穫
半
世
紀
」
糸
賀
一
典

さ
ん（
千
葉
県
）▽「
冬
隣
」

「
思
い
切
り
背
伸
び
し
て
み

る
冬
隣
」
み
け
さ
ん
（
長
野

県
）。
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